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保険請求事務講習会 

「保険請求の仕組みがよく分かった」 
 

支部では 10月 17 日から 18 日の２日間、BIZ SPACE 姫路において保険請求事務講習会を開催 

した。１日目は西川実徳先生（姫路市・西川クリニック）が講師を務め、医師・事務スタッフら 

39 人が参加した。

 

「保険請求事務講習会」は、事務スタッフ等

に向けて、保険請求の基礎を学ぶため、協会が

各支部で定期的に行っている講習会。 

１日目には、協会発行のテキスト『保険請求

の要点（２０２０年版）』を使用し、保険診療

の仕組みや窓口業務での注意点、「初診料・再

診料」や「往診料」など、基本的な保険点数の

内容や算定の仕方を学習。参加者は保険請求

業務における基礎的な部分について、理解を

深めた。 

２日目は、1日目に学んだ中身を定着させる

ため、協会作成のオリジナル問題集を使い、問

題演習に取り組んだ。診療内容が書かれたカ

ルテの２号用紙から、どの診療行為にどの診

療報酬が対応するかを考え、手作業でレセプ

トを作成。普段はコンピューターが行う作業

を、電卓を打ちながら実際に計算することで、

参加者は診療行為と請求内容のつながりをよ

り深く理解した。 

講師の西川先生は、一つひとつの点数につ

いて丁寧に説明するとともに、診療報酬特有

の難しい言葉づかいや初心者がつまづきやす

いポイントにも触れながら、詳しく解説した。

また、診療現場の具体例も交えながら、分かり

やすく講演された。 

参加者からは、「保険請求の仕組みがよく分

かった」「演習を進めるにつれ、理解できるよ

うになった」などの感想が出された。 
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熱心に受講する参加者 
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西播社保協 

コロナ禍でこそ地方自治体が役割発揮を 
地域の医療・福祉改善のため、住民らでつくる西播社会保障推進協議会（以下西播社保協）は 10

月 11 日、姫路労働会館において第 30 回総会と記念講演を行った。記念講演では「自治体キャラバ

ンにむけて～新型コロナ禍での地方自治～」というテーマで、兵庫県社会保障推進協議会の堤匠事

務局長が講演し、20 人が参加。地方自治体の役割と、医療・介護などの住民要求について懇談する

「自治体キャラバン」の意義を深めた。

  

記念講演で堤氏は、「地方政治の根本には

国の政治がある」として、全世代型社会保障

会議の「中間報告」の中身を報告。ポイント

として、①高齢者が働き「自己責任」で生活

を維持させる、②高齢者の収入をあてにして、

老齢年金を削除する、③医療介護の自己負担

を増やす、の３点を挙げ、「全世代型社会保

障は、国民への給付を削減し、負担を増やす

ことを求めている」とした。また、この方針

の根底には２０１２年に公布された「社会保

障制度改革推進法」があり、この中で、自助

を基本としながら互助・共助・公助の順で対

応するという方向性が確定されたことが背

景にあると報告。堤氏はこのような考え方は

許されないとし、「全世代型社会保障とは、

全世代の給付充実ではなく全世代での負担

強化策。私たちは憲法 25 条を握って離さず、

政治が責任を果たすよう運動を広げよう」と

述べた。 

また、毎年秋に、地方自治体と医療・介護

などの住民要求について懇談する「自治体キ

ャラバン」についても報告。今年度の自治体

キャラバンの重点課題としては、「社会保障

制度改革推進法」見直し、地域医療構想への

意見、新型コロナ対策の３点を挙げた。新型

コロナ対策としては、国保料減免や国保加入

者傷病手当拡大、ＰＣＲ検査拡大等を求めて

いこうと呼びかけた。 

 総会では、2020 年度の活動方針（詳細３

面）を決定し、西播社保協会長として新たに

高森信岳先生（協会姫路・西播支部副支部長）

を選出した。 

 

 自治体キャラバンの重点について報告する堤氏 

支部ニュースへぜひご投稿ください 

日常診療のことや、医科・歯科連携などテーマは自由です。 

ぜひご投稿ください。よろしくお願いします。 

お問い合わせは Tel:078-393-1840 

投稿は Fax:078-393-1820 または E-mail:yamakawa-t@doc-net.or.jp 担当：山川まで 

tel:078-393-1840


2020 年 11 月 25 日（毎月 3回 5・15・25 日発行）兵庫保険医新聞（昭和 43 年 6月 12 日第三種郵便物認可）号外 年間購読料 12,000 円 

 

2020 年度西播社保協活動方針 

①自治体キャラバンの活性化 

  県社保協から今年のキャラバンに向けての「アンケート」と「要望書」と「今年の重

点」いただいた。事前学習会も行い、実り多いキャラバンにしましょう。 

 

②市政出前講座を各自治体別に取り組む 

  姫路市では継続しましょう。前回の講座に出席できなかった人もいるでしょうから、2回

目をお聞きしても良いと思われます。各自治体でも取り組みましょう。 

 

③地域社保協を立ち上げよう 

  自治体キャラバンの活性化を通じて、地域社保協を立ち上げる体制を作っていきましょ

う。 

 

「クイズで考える日本の医療 2020」にご協力を！   

医療に関わるクイズに答えると兵庫県のグ

ルメが当たり、患者さんに楽しく医療問題に

ついて知らせられると好評の「クイズで考え

る日本の医療 2020」。今回のテーマは「みんな

でストップ！負担増」です。 

 75 歳以上の患者窓口負担の原則 1 割から 

2 割への引き上げなどの制度改悪などがクイ

ズになっています。患者さんにも負担増計画

を知らせ、署名とあわせて負担増計画を中止

させましょう。(実施期間は 10/1 ～来年 3/8 

まで) 

クイズチラシ・署名の注文などは TEL078-

393-1807 まで 

健康情報テレ

ホンサービス 

通話料無料 

（0120）979-451 

<11 月のテーマ > 

月曜日 なかなか歩かない子ども 

火曜日 歯磨きが必要な理由と磨

き方 

水曜日 寝違えが起きたら 

木曜日 膀胱がんについて 

金土日 皮膚基底細胞がんとは 

＊３日は月曜日のテーマ、23 日は金土

日曜日のテーマを放送します。 

<12 月のテーマ > 

月曜日 目に異物が入ったら 

火曜日 健康寿命とお口の体操 

水曜日 慢性硬膜下血腫 

木曜日 滲出性中耳炎のはなし 

金土日 PTSD 予防と新型コロナ 

＊年末年始のテーマ、高齢者の入

浴中突然死症候群を放送します。 
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兵庫県保険医協会 税務経営部 ＦＡＸニュース No.4 

2020 年 11 月 10 日 

新型コロナウイルス感染症の影響に対する各種制度のご紹介 
＊下記の情報は全て 11月 10日現在のものです。今後変更等がある可能性があります。詳細につきま

しては保険医協会までお問い合わせください（078-393-1805） 

「新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金」の実績報告 

・提出期日 医療従事者への給付が完了した日から概ね 1か月 

・提出様式 ①申請の際に使用したエクセル表の「様式 7号」「様式 8号」、または兵庫県のホームページか

ら「様式 7号」「様式 8号」をダウンロードし書類を作成（交付決定通知書に記載している「申請管理番

号」を記入してください） 

 ※申請時の申請額や振込手数料に変更がある場合には、様式 7号で金額を確定させます。返還の必要が生

じた場合、県から手続きについて連絡があります。 

②慰労金の給付が確認できる書類を作成 

・手渡しの場合…給付した金額、日付、氏名

等を記載した書類を作成し、医療従事者本人

からの受取印やサインなどを受け、コピーを

提出（原本は医療機関で保存）※県のホーム

ページに参考様式があります（右図） 

・銀行振り込みの場合…送金先の口座名義、

金額、手数料が分かる明細書等のコピー 

・提出先 〒651-8769（住所記載不要） 兵

庫県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援

事業事務局 

※レターパックライトで「医療慰労金：実績報告書提出」と大きく朱書きして送付。 

「感染拡大防止等支援事業」の実績報告 

・提出期日 補助事業が完了した日から 30日を経過した日、又は 2021年 4月 10日(土)のいずれか早い日

［必着］ ※補助事業が完了した日とは、物品等の支払い完了日など、報告すべき費用が確定した日 

・提出様式 県のホームページから事業実績報告書（様式 4）、所要額精算書（様式 5）、事業実績明細書

（様式 6）をダウンロード。実際に支出した費用の内容や金額などの明細を記入・印刷し、下記宛に郵送。 

※領収書等の添付は不要ですが、2021年 4月 1日から 5年間は保存が必要です。また、内容確認のた

め、県から証拠書類の提出等を求められる場合があります。 

※様式 4には、交付決定通知書に記載している「申請管理番号」「交付決定通知書の日付」「交付決定番

号」を記入してください 

・提出先 〒651-8769（住所記載不要）兵庫県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業事務局 

※レターパックライトで「感染拡大防止等支援金 事業実績報告書在中」と朱書きして送付。 

※補助金の一部返還が必要な場合は、県から手続きについて連絡があります。 

詳細につきましては兵庫県保険医協会までお問い合わせください 
税務経営部 078-393-1805 （担当：有本） 


